
１３ 安全教育指導計画
１ 目標

(１ ) 日 常 生 活 に お け る 安 全の た め に 必 要な こ と がら を 正し く理 解 し， 進ん で き

まりを守り，安全に行動する態度や習慣を身につけさせる。

(２ ) 日 常 生活 で 起 こ り う る危 険 を 予 測 し， 常 に 安全 を 確認 し正 し く判 断す る 力

を育む。

(３ ) 自 他 の安 全 を 確 保 す るた め に工 夫し たり ， 学校 ･家 庭 ･地 域 社 会に おけ る 安

全の確保に貢献する態度を身につけさせたりする。

２ 本年度の重点目標

(１ ) 日 常生活で起こり得るさまざまな事故，危険な状況，要因について理解し，

的確な判断のもとに安全な行動がとれる児童を育てる。

(２ ) 地 域 社 会 の 一員 と し て， 他 人や 集 団の 安全 確保 に はど うす れ ばよ いか を 考

え，行動に移すことができる児童を育てる。

(３ ) 校 内 施設 ･設 備の安全点検を確実に行い，安全な環境づくりに努める。とく

に遊具については，複数の目で点検を行う。

(４ ) 正 し い 交 通 ルー ル と 交通 マ ナー の 実践 の習 慣づ け を行 い， 交 通安 全教 育 に

ついての意識の高揚に取り組む。

３ 指導方針

(１ ) 生 活 安 全 ･交 通 安全 ･防 災 安 全の ３ つの 観点 から 安 全問 題を と らえ ，学 校 教

育の全ての領域において指導を進める。

(２ ) 学 級経営を基盤とし，継続して指導 ･実 践を行う。

(３ ) 教 職員間での共通理解を十二分に図り，共通実行する。

(４ ) 学 校 安全 の日 (隔 月 ２０ 日 ，当 日 が祝 祭日 等の 時 はそ の 前日 )に は ，校 内 の

施設の点検を行う。点検の日以外にも異常があれば教頭に申し出る。

(５ ) 毎 週 金曜 日 (当 日 が 祝祭 日 等の 時 はそ の前 後， ま た連 休 の前 後等 )に 桑 野 交

差点で交通安全指導を行う。また，非常時には集団下校を行うことにより，

児童の安全な登下校ができるようにする。

(６ ) 教 職員 ･保 護者 ･地 域社会が連携し，一貫した指導を行う。

(７ ) 関 係 諸機 関と 連携 し ，交 通 安全 教室 の開 催 や標 語 (交 通 安全 ，防 災等 )の 募

集等を行い，安全教育組織の強化を図る。



４ 月別指導計画

学 校 安 全 の 日 月 別
月

実 施 事 項 重 点 事 項

・交差点での登校指導 ・教職員の安全に対する共通理解

４ ( 保 護 者 の 登 校 当 番 に 教 員 も 入 れ 込 ・交通安全教室の実施（全校）

む）

５ ・学校施設 ･設備の安全点検 ・自転車の正しい乗り方の指導

・交差点での登校指導 ・遊具の安全な使い方

・交差点での登校指導 ・安全なプールの使い方 (水泳指導 )

６ ・学校施設・設備の安全点検 ・不審者対応訓練

・学校施設 ･設備の安全点検 ・夏休みの安全な過ごし方について
７ ・交差点での登校指導

・夏休みの安全な生活について

８ ・交差点での登校指導 (登 校日 ) ・危険箇所の点検

・学校施設・設備の安全点検 ・各傍示の見回り

・夏休みの安全な過ごし方について

・学校施設 ･設備の安全点検 ・避難訓練（火災）

９ ・交差点での登校指導 ・交通安全指導

・台風時の安全な登下校の指導

10 ・交差点での登校指導 ・各傍示の見回り

・学校施設・設備の安全点検 ・集団下校指導

・秋休みの安全な生活について

11 ・学校施設 ･設備の安全点検 ・ストーブ，火気の取り扱いの指導

・交差点での登校指導 ・各傍示の見回り

12 ・学校施設 ･設備の安全点検 ・各傍示の見回り

・交差点での登校指導 ・冬休みの安全な生活について

・予告あり避難訓練

(地震・土砂災害）

１ ・交差点での登校指導 ・通学路の安全点検

・学校施設・設備の安全点検

２ ・交差点での登校指導 ・予告なし避難訓練

・学校施設・設備の安全点検 (地震・土砂災害）

３ ・学校施設 ･設備の安全点検 ・春休みの安全な過ごし方について

・交差点での登校指導



不審者対応避難訓練実施計画

１ ねらい
不審 者が 校内に 侵入 して きた ケース を想 定し ，安 全を 最優先 し， 教職員 ･児 童 と も

に適切に避難できる知識 ･技能を身につけることができる。

２ 日 時
６月下旬～７月上旬 １０：５０～１１：３０

３ 場 所

桑野小学校校舎及び体育館

４ 参加者 全校児童及び教職員
５ 指導者 阿南青少年健全育成センター職員

阿南警察署桑野駐在所駐在員

６ 内 容
【想定】

ナ イ フ を 持 っ た 不 審 者 が 非 常 階 段 か ら ○ 年 生 教 室 前 の 廊 下 で う ろ つ い て い
る。その後しばらくして，○年生教室前の入り口から教室に侵入した。

【教職員 ･児 童の対応】

不審者 ･警 察官の動向 教職員の対応と役割 児童の動向

① 1 0 :4 0 頃 ， 非 常 階 段 (Ａ )不 審者を発見し，
か ら 不 審 者 侵 入 。 ○ 1 0 :4 1 教 室 内 の イ ン タ ー ホ ン を 使
年生廊下前を徘徊 い ， 小 声 で ｢ガ ス 漏 れ で す 。 ｣と 職

員室へ通報

② 数 分 後 ○ 年 生 教 室 (Ａ )○ 年 生 児 童 に 教 室 後 ろ か ら ， ○ 年 生 児 童 は 教 室 の 後
前 か ら 不 審 者 教 室 へ 中 央 階 段 を 通 り ， 体 育 館 へ 行 く よ ろ か ら 小 走 り で 中 央 階
侵入 うに指示。(Ａ )は 隣の教室前で ｢ガ 段を通り体育館へ避難

ス漏れです ｣と声をかける。
(Ｂ )△ 年 生 を 教 室 後 ろ か ら 中 央 階
段 ， 体 育 館 へ 避 難 さ せ る 。 指 示 の △ 年 生 児 童 小 走 り で 避
後 ， (Ｂ )は 職 員 室 へ 再 度 異 常 を 報 難
告 ｢ガ ス 漏 れ で す ｣子 ど も の 後 を 追
って体育館へ

(Ｃ )緊 急放送
｢○ 年生教室でガス漏れです ｣
校 内放送の後， 110番 通 報をする。
(訓 練時は駐在員携帯番号に通報 )
(教 頭 ･事 務 )職 員 室 の サ ス マ タ を
持ち○年生教室へ
＊ (用 務 員 )は 職 員 室 の 鍵 を 閉 め 待
機，電話対応をする。

(他 学 年 担 任 ， 授 業 者 )は 入 り 口 に
近 い 順 に 子 ど も に 体 育 館 へ の 避 難
を 指 示 す る 。 (１ 年 担 任 )が 先 頭 ， １ ･２年生体育館へ避難

(２ 年担任 )が 最後尾に付く。
３ 階 学 年 は ， 中 央 階 段 を 通 り 体 育 ５ ･６年生体育館へ避難
館 へ 避 難 す る こ と を 指 示 。 (Ｄ )が
先頭になり５ ･６ 年生の順に避難，
最後尾は (Ｅ )
( )は ひ ま わ り ２ の サ ス マ タ を 持
ち現場教室へ
(教 務 )体 育 館 で 全 児 童 を 整 列 さ せ
各 学 級 の 避 難 状 況 ･安 全 を 確 認 す 全 校 朝 会 の 隊 形 で 整 列
る。 し静かに待つ

③ ７ 分 後 駐 在 員 が 学 (養 護 教 諭 )救 急 箱 ， 児 童 名 簿 ， 携
校 に 到 着 し ， 不 審 者 帯を持ち体育館へ
を ( ) 階 ( ) 年 生 教 室 他 の 担 任 は 体 育 館 入 り 口 の ド ア を
で取り押さえる。 閉める。 (担 任外教諭 )


